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喜びの道を伝えて

《み 手 の な か で》

主教　大 畑 喜 道

　
皆
さ
ん
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
11
日

の
日
は
雪
交
じ
り
の
悪
天
候
（
ご
参
列
い
た
だ
い
た
皆

様
に
は
足
許
も
悪
く
、
し
か
し
一
方
で
は
乾
燥
し
た
大

地
に
は
恵
み
の
雨
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
）
の
中

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
た
く
さ
ん
の
方

々
に
お
集
ま
り
頂
き
、
公
会
の
主
教

に
按
手
さ
れ
、
着
座
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
首
座
主
教
が
小
生
を

「
主
教
に
按
手
す
る
こ
と
に
同
意
す

る
か
、
主
教
と
し
て
支
持
す
る
か
」

と
い
う
諮
問
に
、
皆
さ
ん
に
同
意
と

支
持
の
応
答
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
、
海
外
並

び
に
退
職
の
主
教
方
も
含
め
て
、
25

人
の
主
教
に
手
を
置
か
れ
た
こ
と
は

こ
の
上
も
な
い
幸
い
で
し
た
。
被
選
さ
れ
た
後
、
祈
り

黙
想
す
る
中
、
正
直
も
う
逃
げ
出
し
て
し
ま
い
た
い
思

い
に
も
な
り
ま
し
た
。
先
輩
主
教
が
、
「
今
の
あ
な
た

を
神
が
選
ば
れ
、
多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
い
る
の

だ
か
ら
常
に
前
を
向
き
な
さ
い
。
完
全
で
あ
る
か
ら
神

が
選
ん
だ
の
で
は
な
く
、
破
れ
の
多
い
者
だ
か
ら
こ

そ
、
謙
虚
に
慎
ま
し
く
、
聖
霊
の
働
き
を
常
に
求
め
て
い

き
な
さ
い
」
と
励
ま
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
　
多
く
の
方
々
か
ら
健
康
で
い
て
く
だ
さ
い
と
言
わ

れ
ま
し
た
。
心
も
体
も
健
康
で
あ
り
続
け
た
い
と
思

い
ま
す
。
こ
の
世
が
健
康
に
な
る
た
め
に
は
神
の
恵

み
に
出
会
い
、
贖
い
の
恵
み
を
頂
く
共
同
体
の
喜
び

が
、
ま
す
ま
す
こ
の
世
に
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

混
沌
と
し
た
時
代
で
す
が
、
神
は
創
造
の
始
め
か
ら

大
き
な
み
力
を
も
っ
て
こ
の
世
に
秩
序
を
与
え
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
喜
び
に
満
ち
て
道
を
進
ん
で
い
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
と
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

現
実
の
社
会
は
神
の
絶
対
的
な
力
を
嘲
笑
う
か
の
よ
う

な
事
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
無
気
力
と
不
信
が
渦
巻

く
中
で
、
人
間
的
な
思
い
、
力
を
頼
っ
て
い
た
ら
押

し
つ
ぶ
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
「
主
に
望
み
を
置
く
人
は

新
た
な
力
を
得
る
（
イ
ザ
ヤ
40
・
31
）
」
。
神
に
希
望

を
お
き
、
神
の
思
い
の
実
現
の
た
め
に
み
言
葉
を
聞
き
、

み
な
一
つ
に
な
っ
て
こ
の
世
に
喜
び
を
伝
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
　
　
　              

（
東
京
教
区
主
教
）
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今週・来週 の 予 定

２月２０日～３月５日

２０（日）顕現後第７主日
モニカ会幹事会

２１（月）エルサレム教区協働委
員会
宣教協議準備委員会
ハラスメント防止委員
会

２２（火）ハラスメント防止委員
会（臨時）
正義と平和協議会運営
委員会
教財務サービス委員会
礼拝音楽委員会
銀座朝祷会
主教会：大阪（～２４）

２７（日）顕現後第８主日
３月
　５（土）月島礼拝堂聖別式

神学院卒業式

◇
２
月
の
代
祷
・
信
施
奉
献
先

▽
「
信
教
の
自
由
」
を
抑
圧
さ
れ
て
い

る
人
々
の
た
め(

２
月
11
日
に
近
い
主

日
）
▽
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
啓
発
の
日

(

顕
現
後
第
６
主
日
２
・
13
）
▽
聖
公

会
生
野
セ
ン
タ
ー
の
た
め
（
２
・
27
）

（
３
月
１
日
に
近
い
主
日
）
▽
深
川
・

キ
ッ
ド
ス
ク
ー
ル(

幼
稚
園)
の
た
め
▽

ぶ
ど
う
の
い
え
の
た
め
▽
中
部
教
区
可

児
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
働
き
の
た
め

　
▽
世
界
祈
祷
日
２
０
１
１
「
あ
な

た
は
パ
ン
を
い
く
つ
持
っ
て
い
ま
す

か
」
―
チ
リ
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
―

　
３
月
４
日
（
金
）
13
時
半
、
日
本

キ
リ
ス
ト
教
団
富
士
見
町
教
会
（
東

京
メ
ト
ロ
東
西
線
・
有
楽
町
線
・
Ｊ

Ｒ
総
武
線
飯
田
橋
駅
下
車
）
。
説
教

＝
張
田
直
子
師
（
救
世
軍
士
官
）
。

主
催
＝
日
本
キ
リ
ス
ト
教
協
議
会

（
Ｎ
Ｃ
Ｃ
）
女
性
委
員
会
。
毎
年
３

月
第
１
金
曜
日
に
世
界
各
国
で
同
一

祈
祷
文
に
よ
り
捧
げ
る
集
い
。
当
日

は
、
日
本
聖
公
会
受
付
へ
。
照
会
先

＝
教
区
事
務
所
。

　
▽
夕
の
黙
想
会
　
２
月
25
日(

金)

19
時
、
神
田
キ
リ
ス
ト
教
会
。 

黙
想

指
導
＝
平
岡
仁
子
師
（
日
本
福
音
ル

ー
テ
ル
保
谷
教
会
牧
師
）
。
会
場
献

金
。
照
会
℡
03
（
３
２
０
９
）
３
６

６
３
・
高
柳
。

　
▽ 

聖
公
会
神
学
院
卒
業
礼
拝
　
３

月
５
日
（
土
）
14
時
、
同
院
諸
聖
徒

礼
拝
堂
。
説
教
＝
日
本
聖
公
会
首
座

主
教
・
植
松
誠
師
父
。

　
▽
一
羊
会
～
人
権
を
守
る
た
め
の
集

ま
り
～
　
「
大
逆
事
件
・
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
医
師
大
石
誠
之
助
さ
ん
と
新
宮
市
の

痛
み
」
２
月
26
日
（
土
）
14
時
、
東
京

聖
三
一
教
会
。
照
会
℡
０
４
２
（
３
９

３
）
２
２
５
６
・
森
田
。

　
《掲
載
記
事
転
用
の
場
合
は
事
前
連
絡
の
こ
と
》

＊ 主教按手式・教区主教就任式

特別号、追って発刊予定（広報

委員会）
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◇
春
の
教
区
会

　
２
月
３
日
付
公
示
の
と
お
り
（
小

紙
２
月
13
日
号
掲
載
）
、
３
月
21
日

（
月
・
休
）
９
時
か
ら
、
第
１
１
５

（
定
期
）
教
区
会
が
開
会
聖
餐
式
・

聖
ア
ン
デ
レ
主
教
座
聖
堂
、
議
場
・

聖
ア
ン
デ
レ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、

大
畑
喜
道
主
教
が
議
長
席
に
立
た
れ

る
。
各
委
員
会
・
各
教
会
グ
ル
ー
プ

ま
た
、 

関
係
諸
団
体
・
諸
施
設
等
の

10
年
度
活
動
報
告
が
さ
れ
、
議
案
審

議
お
よ
び
11
年
度
常
置
委
員
選
挙
な

ど
が
行
わ
れ
る
予
定
。

　
主
教
按
手
式
の
前
夜
、
国
内
外
の

主
教
様
方
・
聖
職
・
他
宗
教
・
他
教

派
な
ど
の
ゲ
ス
ト
を
迎
え
て
催
さ
れ

た
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
、
ま
た
主
教
按

手
式
・
教
区
主
教
就
任
式
後
に
行
わ

れ
た
、
新
主
教
お
披
露
目
茶
話
会
の

席
で
も
、
挨
拶
に
立
た
れ
た
日
本
聖

公
会
首
座
主
教
（
北
海
道
教
区
主

教
）
植
松
誠
師
父
は
、
「
こ
れ
か
ら

主
教
と
し
て
歩
み
始
め
る
新
主
教
を

『
選
ん
だ
ら
そ
れ
ま
で
』
で
は
な

く
、
承
認
し
た
主
教
た
ち
が
、
聖
職

た
ち
が
、
信
徒
た
ち
が
、
し
っ
か
り

と
支
え
て
欲
し
い
」
と
、
真
剣
に
話

さ
れ
た
。
植
田
仁
太
郎
前
主
教
が

『
教
区
時
報
』
に
記
さ
れ
た
「
主
教

に
な
っ
て
行
く
人
」
を
思
い
返
し
な

が
ら
、
新
主
教
就
任
後
間
も
な
く
迎

え
る
春
の
教
区
会
を
憶
え
た
い
。

　
▽ 
モ
ニ
カ
会
幹
事
会
（
東
京
教
区

神
学
生
後
援
会
）
　
本
日
20
日(

日)

15
時
、
聖
公
会
神
学
院
で
。

　
▽
月
島
聖
公
会
礼
拝
堂
聖
別
式
　

昨
年
の
５
月
か
ら
建
築
が
進
め
ら
れ

て
き
た
建
物
が
完
成
し
、
３
月
５
日

（
土
）
10
時
半
、
大
畑
喜
道
主
教
の

司
式
・
説
教
で
聖
別
式
を
行
う
。

《
今
、
こ
の
教
会
で
は
…
》

　
　     

　
　
東
京
聖
マ
ル
チ
ン
教
会

　
２
０
１
０
年
は
、
当
教
会
の
歩
み

と
共
に
い
ら
し
た
信
徒
の
方
々
が
逝

去
さ
れ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
が
、

９
月
に
は
、
教
会
の
皆
々
が
待
ち
に

待
っ
た
中
村
淳
先
生
の
司
祭
按
手
式

を
迎
え
ま
し
た
。

　
そ
し
て
１
年
の
間
に
９
名
の
方
々

が
受
洗
さ
れ
、
さ
ら
に
新
し
い
命
、

５
人
の
幼
子
を
授
か
り
ま
し
て
、
教

会
は
大
き
な
喜
び
を
与
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
毎
主
日
の
聖
餐
式
に
御
両
親
と
一
緒

に
幼
子
達
が
出
席
し
て
、
式
文
の
応
答

に
、
聖
歌
に
、
主
の
平
和
に
と
可
愛
い

声
と
笑
顔
で
応
え
て
い
ま
す
。
主
日
の

礼
拝
に
出
席
さ
れ
る
方
々
が
増
え
て
、

新
し
い
息
吹
を
感
じ
て
い
ま
す
。
　
　

　                       

（
鈴
木
道
子
）
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【
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
】
76

　
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｋ
北
朝
鮮
人
道
支
援

　
昨
年
春
か
ら
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｋ
北
朝
鮮

人
道
支
援
の
ポ
ス
タ
ー
が
全
国
の
教

会
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。
ポ
ス
タ
ー

に
は
「
こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
」
の

文
字
が
入
れ
て
あ
り
ま
す
。

　
３
年
前
に
韓
国
で
第
１
回
聖
公
会

平
和
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全

世
界
の
聖
公
会
の
首
座
主
教
が
あ
つ

ま
り
、
分
断
さ
れ
た
朝
鮮
半
島
の
回

復
を
願
っ
て
開
催
さ
れ
た
の
で
す
。

そ
の
後
、
北
朝
鮮
の
人
々
へ
の
支
援

と
し
て
「
練
炭
」
「
ミ
ル
ク
」
な
ど

軍
事
に
転
用
出
来
な
い
品
物
が
考
え

ら
れ
て
大
韓
聖
公
会
の
大
事
な
働
き

と
し
て
動
き
始
め
ま
し
た
。
人
道
支

援
の
た
め
に
世
界
の
聖
公
会
の
教
会

も
少
し
ず
つ
で
す
が
、
支
援
の
輪
に

加
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
北
朝
鮮
の
ア
ジ
ア
と
の
関
係
の
悪

さ
や
猫
の
目
の
よ
う
に
変
わ
る
政
策

な
ど
か
ら
そ
の
影
響
を
受
け
て
い
る

の
も
「
北
朝
鮮
人
道
支
援
」
そ
の
も

の
で
し
た
。
日
本
で
も
韓
国
で
も

「
北
朝
鮮
人
道
支
援
」
に
対
す
る
否

定
的
な
反
応
も
多
く
支
援
金
が
あ
ま

り
集
ま
っ
て
こ
な
い
と
い
う
現
状
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
韓
国
の
政
府
が
支

援
活
動
を
制
限
す
る
よ
う
な
こ
と
も

あ
り
、
練
炭
や
ミ
ル
ク
を
運
搬
す
る

こ
と
が
出
来
な
い
と
い
う
事
態
も
あ

り
、
直
接
担
当
し
て
い
る
ソ
ウ
ル
教

区
の
神
父
た
ち
の
悩
み
も
深
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。

　
先
月
の
中
旬
に
ソ
ウ
ル
で
日
韓
聖

公
会
の
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
昨
年
末
ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た

「
北
朝
鮮
人
道
支
援
」
38
万
円
を
会

議
の
冒
頭
に
谷
昌
二
主
教
（
日
本
聖

公
会
正
義
と
平
和
委
員
長
）
か
ら
金

根
祥
主
教
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
大

韓
聖
公
会
で
も
練
炭
・
ミ
ル
ク
だ
け

で
は
な
く
北
朝
鮮
の
人
々
を
支
援
す

る
た
め
の
方
策
を
模
索
し
て
お
り
、

教
育
支
援
や
技
術
教
育
支
援
な
ど
何

が
出
来
る
の
か
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
日
本
聖
公
会
正
義
と
平
和
委
員
会

で
も
支
援
の
た
め
の
ポ
ス
タ
ー
だ
け

で
は
な
く
北
朝
鮮
の
人
々
の
現
状
を

目
に
見
え
る
形
に
し
て
教
会
の
皆
さ

ん
に
お
伝
え
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や

Ｃ
Ｄ
を
製
作
し
て
配
布
し
た
い
と
企

画
し
て
お
り
ま
す
。
北
朝
鮮
人
道
支

援
の
た
め
お
祈
り
い
た
だ
く
と
同
時

に
ご
支
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
日
本
聖
公
会
正
義
と
平
和
委
員
会

　
　
日
韓
担
当
　
司
祭
　
前 

田 

良 

彦

　
《掲
載
記
事
転
用
の
場
合
は
事
前
連
絡
の
こ
と
》


